
独自の特殊構造とコート材によりティッシュコンディショニング材の弱点を克服！�

�

“はじめての「ライブピンク」”�

“柔らかいまま＆清潔なまま”�
�
�

“盛りやすい＆はがしやすい”�
�

暫間裏装用レジン�



柔らかさが、かつてないほど持続します。�

独自の特殊構造により可塑剤やアルコールが抜けにくいので、従来のように柔らかさ
が早期に失われて硬くなってしまう心配がありません。クリープ性（流動変形）によっ
て粘膜の炎症や抜歯窩などの回復にともなう形状変化にも効果的に対応します。�

良好な表面性状、�
清潔な状態を保ちます。�

ジーシー ティッシュコンディショナー�

従来品�

独自の特殊構造とコート材により従来の弱点を克服！�
　　　　　　硬くならない、汚れない、臭くならない�

※数値（変化率）が小さいほど、弾性（柔らかさ）を�
維持する性質を有します。�

従来品� ジーシー ティッシュコンディショナー�

サーマルサイクル（4°C　　60°C）�
1，000回後の表面性状�粉液のなじみが良いため気泡の巻き込

みを少なく抑えられるとともに、独自の
特殊構造により経時劣化を起こしにくく、
良好な表面性状を維持します。さらに、コー
ト材の併用により劣化原因物質の侵入に
よる変色・着色・臭いの発生を防ぎ、クリー
ンな状態を保ちます。�

コート材でしっかりガード�

従来品�

ジーシー�
ティッシュコンディショナー�

4週間後�

硬化初期�

硬化初期�

4週間後�

柔らかさ持続のイメージ図�

硬い�柔らかい�

4週間後の弾性変化率（硬さ変化）※�

（JIS T6520による）�
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はがしやすい�

盛りやすい�

はじめての�
「ライブピンク」�

特殊構造イメージ図�

1カ月後でも表面が滑らかで良好な装着感を保ち、変色や着色もほとんど見られません。�ジーシー ティッシュコンディショナーは材料劣化を起
こしにくく、滑沢な表面性状を維持しています。�

可塑剤やアルコールが抜
けて表面が粗れ、ボソボソ
の状態になる。そこに劣化
原因物質が入り込み、変色・
着色・臭いの発生原因と
なる。�

可塑剤やアルコールが抜
けにくく、たとえ抜けたとし
ても構造的に強固なため
硬化初期の状態を維持し、
劣化原因物質が入り込み
にくい状態となる。�

さらにコート材を塗布する�
ことで、劣化原因物質を
シャットアウト。�

可塑剤�

アルコール�

ティッシュコンディショニング材�

劣化原因物質�

1カ月後�

硬化初期� 口腔内�

硬化初期� 口腔内�

構造的に粗造�

構造的に強固�
コート材�

裏装直後�

■ 経過観察（コート材使用）�



スムースにはがせます。�

スピーディに盛上げられます。�

審美性に優れた「ライブピンク」と�
厚みの差を判別しやすい「ホワイト」の2色。�

はがれが心配される辺縁部にコート材を使用。� はがれることなく、しっかりと接着しています。�

■ 経過観察�
コート材でしっかり接着�

バーなどで削り取る必要がありません。�

混和開始30秒後。�＆�

審美性に優れた�
「ライブピンク」�

厚みの差を判別しやすい�
「ホワイト」�

（義歯はアクロン＃8を使用）�

ライブピンク�

「ライブピンク」は繊維入りで、義歯床の色調と�
自然に馴染みます。�

ホワイト�

はがしやすい�はがしやすい�

今までにない操作性！�

盛りやすい�盛りやすい�

はじめての�
「ライブピンク」�
はじめての�

「ライブピンク」�

1カ月後�裏装直後�

材料の劣化が起きにくいため、引き裂き強度が大幅に向上。
そのためチギレにくく、短時間でキレイにはがすことが�
できます。�

粉液のなじみを向上させたので、気泡の巻き込みを
抑えるとともに垂れにくく、盛上げに適したちょう度
の混和物がスピーディに得られます。�

審美性に優れ患者さんに喜ばれる新色�
「ライブピンク」を、ティッシュコンディショ�
ニング材として初めて採用しました。また、
厚みの差を判別しやすい「ホワイト」も
提供していますので、症例や患者さんの
要望に合わせて選択することが可能です。�
�

辺緑部などのはがれが心配される
部位にコート材を使用すると、確実
に接着することができます。�

※強力な接着力を有するため、手ではがすことができ
　なくなりますので、接着部分はバーなどを用いて削り
　取ります。�
�



ご使用に際しては、必ず製品添付の�
説明書をお読みください。�

�
※色調は印刷のため、現品と若干異なることがあります。�
※掲載の参考データは、2003年10月現在のものです（価格には消費税は含まれておりません）。�

ライブピンク� ホワイト�
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�
色調●2色＝ライブピンク、ホワイト�
包装    ●1-1セット1函:粉末90g 1本、液90g（101mL）1本、コート材12g（15mL）
1本、粉末計量器 1個、ポリスポイト（No.1） 1本、ラバーカップ（大）1個、�
プラスチックスパチュラ 1本、筆（No.7）1本

単品包装  ●粉末90g 1本
液90g（101mL）1本�
コート材12g（15mL）1本�

医療用具承認番号 21500BZZ00410000号�

暫間裏装用レジン�

臨床ステップ�

患者さんの口腔内・義歯をよく観察し、
必要に応じて粘膜面を削合します。�

症例に合わせて色調を選択してください�
（液は共通）。�
�

粉と液を採取し混和します。粉末計量器
１目盛りに対してスポイト2目盛りが標準
の配合です。�

混和開始から約30秒後にペーストを義
歯床に盛上げ、口腔内に挿入します。�

コート材による接着方法�

硬化初期の唾液侵入による接着阻害を
防止するには、トリミング後に義歯床と
の境目にコート材を塗布します。�

コート材を塗布した部位は手ではがす
ことができませんので、バーやシリコー
ンポイントなどで削除します。�

コート材の使用により、筆が固まった場
合は、ティッシュコンディショナーの液で
洗浄します。�

約５分後に口腔内より取り出します。� 余剰部分をナイフやハサミなどで除去
します。�

唾液の除去・乾燥後、コート材を表面に
塗布します。柔らかさが持続し、汚れも
付着しにくくなります。�

完成。�

接着方法.１ 接着方法.2 除去方法 筆の手入れ 

※コート材を接着用途として使用した場合、手ではがせなくなりますので、塗布部分を充分考慮の上ご使用ください。�

盛上げ前に、はがれやすそうな部位（辺
縁部など）にコート材を塗布します。�


